














































 

議事録１ 

日時 6 月 30 日 8:40～9:40 場所 PNVSCA 

調査団 

PNVSCA 

 

 

 

 

 

調査団 

【プロジェクト、調査団概要、協力隊チーム派遣について説明】 

【JICA/JOCV への要望】 

今回プロジェクトの対象地域以外からの酪農に関して、JOCV を派

遣してほしいとの要望がある。前回の人工授精のチーム派遣の際に

は、派遣された JOCV がプロジェクトの枠組みの中側でしか活動で

きなかった。プロジェクトの中側にない NGO などにも配慮してほし

い。 

→プロジェクトに直接関わりのない活動については JOCV 本人の

裁量で自由にできる。プロジェクト関連分野についてはフィリピ

ンが自立して酪農を普及していけるような仕組みを強化するこ

とが必要で、まさにその部分に対して協力隊がサポートを行う。

その後その技術や仕組みをどのように国全体に広げていくかは、

プロジェクト終了後別に考える必要がある。 

 

議事録２ 

日時 7 月 1 日 8:10～9:40 場所 NDA 中央事務所 

調査団 

 

調査団 

NDA 

 

 

 

 

 

 

調査団 

NDA 

 

【プロジェクト、調査団概要、協力隊チーム派遣について説明】 

【NDA の方針確認】 

（１）酪農技術の普及体制について 

→CDT の研修（DTRI が実施：２０? ３０回/年）を通じて、技

術を指導し、農民に広げていく計画。事務所がない地域につ

いては、Local Government Union（LGU）からの要請に基づ

いて、技術者を派遣し、指導を行っている。酪農ニーズが高

まっても、コストの要する事務所開設には手を出さず LGU と

コストをシェア（土地などを地方自治体でもつ）する方法で

広げていく計画。 

（２）プロジェクト終了後どのように全国展開していく予定か？ 

→第４地域は隣の第５地域、第７地域はイロイロに広がってい

くと考えられる。地理的にも近い上、地方自治体からの要請



 

調査団 

NDA 

 

 

調査団 

NDA 

 

 

 

調査団 

NDA 

 

調査団 

NDA 

も強い。 

（３）OGU 選定の基準は如何 

→技術者を派遣してある程度の効果があると予想されるとこ

ろ。特に、対象としている農家がある程度集合している、人

を派遣する準備ができているなどの条件がある。 

（４）酪農開発における長期的な計画、視点は？ 

→Dairy Load Map を策定。既に事務所のある５地域に加え

Zamboanga,Negros,Iloilo ( or Baguio)の３つを重点地域とし

て指定する。生産量、市場に関しての数値目標を設定してい

る。 

（５）農家レベルの技術をどのようにしてモニターしているのか 

→PDO が毎月に乳量や乳牛数その他さまざまな記録を取り報

告してくる。 

（６）PDO を増やす可能性は 

→PDO の選定は難しい問題で慎重に取り扱っているため、増

員の可能性は少ない。 

 

議事録 3 

日時 7 月 1 日 10:00～12:30 場所 DTRI 

UPLB 

 学長 

調査団 

NDA 

DTRI 

DTRI 

調査団 

【あいさつ】 

 

【プロジェクト、調査団概要、チーム派遣の特徴について説明】 

【フィリピンの酪農の現状について説明】 

【DTRI の概要、酪農開発への関わりについて説明】 

【プロジェクト原案について説明】 

【PDM について説明】 

 

議事録 4 

日時 7 月 4 日 15:30～16:30 場所 NDA ビサヤス地域事務所 

NDA 【第 7 地域における酪農の現状と開発方針について説明】 

（１）地域的な課題として、乳牛数の不足、技術者の不足がある。島

が点在しているため課題が大きいが、セブ島を中心として展開



を図っていく方針。 

（２）セブ島以外は貧困地域でもあり、学童の栄養改善を目的とした

牛乳給食プログラムに力が注がれている。学校休業中の供給超

過に対しては、乳飲料や製菓など品数をそろえ消費を促すこと

で対応している。 

（３）配属の隊員には、技術普及を展開していく上で必要なケースス

タディーをセブ島でおこなっていただくことを期待している。 

（４）DTRI での研修に係る旅費は技術者負担ではないので、技術者

養成に関する障害は低い。 

 

議事録 5 

日時 7 月 7 日 10:00～12:00 場所 JICA フィリピン事務所 

調査団 

 

 

NDA 

 

 

 

 

調査団 

【翌日の協議に先立ち、調査結果原案、PDM マスタープラン案を提

示】 

【意見交換】 

（１）調査結果はとくに生乳の生産に関するものが多いが、生乳の処

理およびマーケティングにも視野を向けたバランスのとれた

ものにする必要がある。 

（２）飼育管理については研究・データ収集がある程度進んでいる。

これらの成果をどのように普及していくかがむしろ課題とな

る。 

（３）NDA は既存の仕組みを移用して技術の普及に、DTRI は地域環

境に適した飼育管理技術の構築に取り組むことになる。プロジ

ェクトの対象 2 地域でおこなわれる技術の普及、地域に適した

飼育管理の研究のコンビネーション自体をモデルケースとし、

プロジェクト終了後他地域に酪農開発を広げる努力をしてほ

しい。 

 

 

議事録 6 

日時 7 月 8 日  9:00～12:00 場所 JICA フィリピン事務所 

調査団 【調査結果について報告、PDM マスタープラン案を提示、今後のス



 

NDA 

 

 

 

 

調査団 

 

UPLB 

 

ケジュールについて説明】 

【質疑応答】 

（１）プロジェクト目標が「生産量の向上」になっているが、酪農

分野の発展は最終的に市場でどれだけ製品が売れたかが問題

で、関係者が生産だけでなく消費／消費者を意識して取り組

む必要がある。このため、マーケティングを視野に入れたプ

ロジェクト目標、成果にしてはどうか。 

  →プロジェクト目標を２つ以上にすることはできないが、重要

な視点だと考えるので実施前に検討する。 

（２）プロジェクトを実施するにあたってどの機関が何を負うのか

特に経費負担についてはミニッツを合意する前に明らかにし

てほしい。 
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